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●はじめに（巻頭言）
「地域共生社会の実現に寄与するｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ（CSW）&ｺﾐｭﾆﾃｨﾜｰｶｰ(COW)」
ふくしと教育の実践研究所　SOLA(Social−Labo)　主宰　新崎国広(社会福祉士)
１．新型コロナウィルス感染症による活動制限の緩和
　私が、柏原市社会福祉協議会のCSW・COW合同会議のスーパーバイザーとして、地域福祉の推進に関わらせていただいて４年が終わろうとしています。
この間、令和2(2020)年度からの３年間を振り返ってみると、一昨年初頭から始まった新型コロナウイルスによる肺炎感染拡大の影響はこの２年間以上にわたり、学校の一斉休校や、イベントの中止、外出や地域福祉活動の自粛等々、国民の日常生活に深刻な影響を与えました。地域における民生委員児童委員や地区福祉委員の方々の住民参加型の地域福祉活動やボランティア活動も多くの制限を受けました。
このような状況の中で、令和５年度５月８日から新型コロナウィルス感染症の位置づけが、「２類相当」から「5類相当」に変更になり、少しずつ地域福祉活動やボランティア活動の制限が緩和されてきました。これにより、今後は、少しずつコロナ禍前の地域福祉活動の水準まで戻ることを祈念します。

２．地域共生社会の実現に寄与するCSW&COWの役割 
　平成29(2017)年と令和2(2020)年といった短期間に社会福祉法の改正が2回行われました。まず、2017(平成29)の社会福祉法の改正では、第６条の２項に「地方公共団体の責務として包括的な支援体制づくりに努めること」が明記され地域福祉の推進における行政の努力義務が明文化されました（平成30（2018）年4月1日施行）。その後、2020年（令和２年）には、「地域共生社会実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律」が国会で可決・成立し、令和3(2021)年4月から施行されました。
この改正社会福祉法の第106条の３に、「重層的支援体制整備事業をはじめとする地域の実情に応じて、地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制を整備するよう努めるものとする」とより具体的な方策が打ち出されました。この重層的支援体制整備事業の3つの柱として①相談支援（本人・世帯の属性に関わらない相談支援）、②参加支援（社会とのつながりを回復する支援）、③地域づくりに向けた支援（地域社会からの孤立を防ぐとともに、地域における多世代の交流や多様な活躍の場を確保する地域づくりに向けた支援）を掲げてます。
[image: ]
出典：厚生労働省資料
「地域共生社会」の実現に向けた包括的支援体制の整備のための「重層的支援体制整備事業」の創設について 」
３．柏原市におけるCSW&COWの役割
柏原市社会福祉協議会の地域福祉推進課地域福祉係に、概ね中学校区ごとにコミュニティソーシャルワーカー（CSW）と呼ばれる相談員が各１名、市全体で計３名配置されています。また、コミュニティワークを担当する地域活動専門員(COW)が１名、そしてCSW&COWを統括する職員の計５名体制で地域共生社会の実現に向けた地域福祉の推進に取り組んでいます。また、行政(市)の地域福祉担当者とスーパーバイザーの参画のもとCSW&COW定例会議を月に1回定期的に開催し、柏原市における地域福祉の推進に努めています。
CSW&COWの役割について、説明したのが下表です。
[image: ]
具体的には、CSWが包括的な相談支援体制のキーパーソンとして、従来の申請主義では対応が難しかったセルフネグレクトや虐待問題や、8050問題・ダブルケアといった制度の狭間に陥りやすい複合多問題等のケースに対して、積極的なアウトリーチを含む継続的相談支援に取り組んでいます。
また、COWは地域づくりに向けた支援として､福祉委員や民生委員児童委員やボランティアの皆さまのお力を借りて、コロナ感染のリスクには十分注意しながら、少しずつふれあいサロンや子育てサロンの再開の支援や、昨年度から開始した「柏原フードパントリー」、「地域とくらしの懇談会」等地域の福祉力の向上を目指して取り組んできました。
また、今年度は、新任福祉委員や研修会に興味がある福祉委員を対象に、「地区福祉委員会全体研修会」を３カ所で実施しました。基本的な開催方法は、交流ホールと地域の会館の2拠点で行い、ZOOMで各拠点をつなぐといった対面での研修とオンライン研修を併用したハイブリッド型の研修会を実施し、より多くの福祉委員の方々に参加いただける研修を実施しました。
また、今年度も、月1回のCSW&COW定例会議を開催しました。同会議には、今年度からは生活支援コーディネーターも加わり、福祉サービスを必要とする地域住民への個別支援を中心とした具体的な課題解決を目指すCSWと、地域住民がつながり続け、共に支え合うまちづくりを目指すCOWや生活支援コーディネーターの両者が車の両輪となって、これからもより一層、柏原市のセーフティネットの構築による地域福祉の推進に取り組んでいきます。

●CSW
・CSWとは
〇大阪府でのＣＳＷに求められる役割
これまで大阪府が配置を進めてきたＣＳＷに求められる機能は、要援護者に対する個別支援だけでなく、要援護者を「本来対応する機関につなぎ」ながら、当該要援護者を地域で支えることができる「ケア・ネットワーク」の構築及び普遍的な仕組みの開発・提言です。
[bookmark: _Hlk127786365]平成16年度から始まった本事業では要援護者に対する個別支援は一定できていると考えられています。しかしながら、要援護者に対する見守り・相談対応等の個別支援をＣＳＷだけが行うことになれば、ＣＳＷが「何でも屋」、「各分野での制度対応が困難なケースの持ち込みどころ」として位置づけられるおそれがあります。
したがって、今後ＣＳＷには、個別支援を地域支援に発展させ、要援護者を見守り・支えるボランティアグループの組織化や要援護者支援のための新たなサービス・仕組みの開発を通じたセーフティネット体制づくり、地域福祉計画及び他の分野別計画の策定並びに福祉施策の推進に関する行政への提言等をこれまで以上に行うことが期待されています。
また、その際には、民生委員・児童委員、校区（地区）福祉委員等福祉関係者との連携を一層強化することはもとより、日頃から地域住民と接する機会の多い事業者等福祉関係者以外の者とも連携しながら行うことが求められています。

〇柏原市でのＣＳＷ
柏原市ではCSWと呼ばれる相談員を柏原エリア・堅下エリア・国分堅上エリアに各1名配置しています。
生活に関わる困りごとを伺ったり、福祉サービスなどへのつなぎや支援内容についての質問や疑問をうかがったりなど「相談支援」を行っています。
また、様々な専門機関や地域の福祉活動者等と協力しながら地域共生社会の実現に向けて、ネットワーク（つながり）をつくり、誰もが住みやすい「まち」に向けた取り組んでいます。
　今年度当初も新型コロナウイルス感染拡大の影響があり、生活の困りごとを抱えた方の支援や相談は少なくありませんでした。そのような中でフードバンクや生活に必要な支援を様々な制度や機関と連携をとりながら伴走型の支援を行っています。
５月以降は新型コロナが緩和され徐々に地域福祉活動が再開される中でCSW・COWの役割も従来の地域支援が活発になってきました。
また、相談支援においては新たにLINE相談を開始し若年層にむけて相談しやすい体制づくりもおこないました。今後は重層的支援体制整備事業や生活支援コーディネーターとより一層密に連携し地域福祉活動に取り組んでいきます。

・CSWの活動内容
【令和５年度　コミュニティソーシャルワーカーの活動内容】
【CSWの配置箇所】※不定期に配置
柏原エリア　-　柏原市立自立支援センター
堅下エリア　–　柏原市立健康福祉センター
国分エリア　–　柏原市立老人福祉センター

【CSW・COW合同会議】
　CSW（コミュニティソーシャルワーカー）とCOW（コミュニティワーカー）のスキルアップと個別支援・地域支援を一体的に実施することを目的に月１回会議を開催しました。
　参加は上記メンバーと行政職員も参加して行っています。スーパーバイザーの新崎氏のもと新たな視点や気付きを得ることで、よりより支援に繫がるよう努めています。

【フードバンク】
相談支援のなかで生活にお困りの方に対して食料品や日用品の支援を行っています。
支援物品は地域の善意による寄付や「フードバンクおおさか」「大阪いずみ生協」と協定を結び収集しています。

【活動報告書】
 CSW・COWの活動の周知、啓発し、他機関との連携をより一層強めるため、関係機関や関係者に向けた活動報告書を作成しています。（年1回発行）

[image: ]HPはこちらから
【ファミマフードドライブ】
ファミリーマート法善寺駅前店と柏原市社会福祉協議会は、≪食品ロスの削減≫と≪食支援≫を目的とした地域で支え合う取り組み「ファミマフードドライブ」を2024年1月から市内ファミリーマートの一部店舗で開始しました。
ご協力をお待ちしております。
詳細などは社協のホームページをご確認ください。
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【住民懇談会①】
「うちのまちの魅力再発見」
～河原住宅をもっと知りたい！～

開催日時：令和6年2月28日（水）
　　　　　13：30～15：30
開催場所：府営河原住宅2号棟集会所
参加人数：18名
内　容：今回は、市内にある大きな府営住宅における活動の点と点を結んだり、地域課題の抽出したりを目的として懇談会を開催しました。
当日は2グループに分かれ地区活動の情報共有を行いました。昔は「盆踊り」や「運動会」があったことや、「買い物がもっと便利になるように乗り合いタクシーがあればいいな～」「安否確認が心配」「色んな人とおしゃべりしたい」など、各参加者の思いを語り合いました。








今回初めての集まりで、「住宅が建った当初から住んでます。」という方や「誰かとお話しするのが好き！」という方など新たなつながりが生まれました。
また、河原住宅のなかにある組織として、今回は「自治会」と「老人会」のお話を伺いました。なかでも老人会は精力的に活動されており健康に関する取り組みをたくさんされていました。
今後もみんなに知ってほしい河原住宅の取り組みをクローズアップし実践に向けて取り組んでいきます。

[image: ][image: ]【住民懇談会②】
「みんな-ほのぼの食堂」

開催日時：令和6年3月16日（土）
11：00～15：30
（※うち懇談会は14：45～）
開催場所：ほのぼのかたしも
1階　（バルーンアート・輪投げ）
2階　（飲食・フリースペース）
参加人数：47名（ボランティア含む）
内　容：　地域福祉活動拠点である「ほのぼのかたしも」で、世代や分野を問わず地域をつなぐきっかけの場として、また、コロナ禍を経て「ほのぼのかたしも」の活動の活性化も目的に、建物の近隣住人を対象に、久しぶりに「みんな-ほのぼの食堂」を開催しました。
当日は、親子連れから高齢者
まで、たくさんの方にご参加
いただきにぎやかに過ごしま
した。参加者からは、「このよ
うな場所や機会が本当にない
ので嬉しいです。」「皆で集ま
ってお話を聞けたり、季節の
イベントがあれば楽しいで
す。」などたくさんの感想を
いただきました。



皆さんのお声をもとに、今後も「身近な地域交流拠点」として地域福祉をさらに推進するため、ほのぼのかたしもを拠点とした活動を継続展開していきます。



[image: ][image: ]【住民懇談会③】
こどもの居場所づくり　活動紹介
（こども若者支援部会）

開催日時：令和6年3月21日（木）
13：30～15：30
開催場所：健康福祉センターオアシス3階
コーディネーター：ふくしと教育の実践研究所　
SOLA主宰　新崎氏
参加団体：ほっとカフェ・cocoNi＋・ほっとタイム・安福寺
おおがたこども食堂・ひろさかみんなの食堂
悠久の花園
　　　　　　市役所こども施設課・福祉総務課・教育委員会
藤井寺保健所・CSW・COW
内　　容：　柏原市内でもこどもの居場所づくり支援が徐々に増えてきておりCSW・COWにも活動についてのご相談が増えてきました。そこで現在実践している団体や今後実践を検討している団体などにお集まりいただき情報交換と懇談会を実施しました。当日は関連する行政の担当者にもご参加いただき市内の活動の実情を知っていただくいい機会になりました。
　　　　　　意見交換では、実施にあたり衛生面での課題や単体で活動を行う上での不安などを共有しました。
　　　　　　ネットワーク構築に向けて定期的に開催できばと考えた矢先に、終了後すぐに参加団体同士でLINEの交換とグループ作りがなされ、行動力とつながる力に感銘を受けました。
　　　　　　今後も研修会や交流の場
作りなどを通して発展でき
ればと思いますので活動団
体や行政の方もうまく社協
を利用してもらえればと思
います。



・CSWの相談件数と主な内容
	期間：2023年4月～2024年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	１、相談者別　（重複あり）
	
	
本人からの相談が全体の6割を占めています。
[image: ]次いで、家族・親族からの相談となりますが、市役所や事業所等からの相談も増えており、相談の段階から各機関と連携体制をとれるようにしています。
	
	3、年齢層　（重複あり）
	　
	
50代～70代の割合が多く、滞在的にその年齢層を境とした親世代、子世代にも課題や問題を抱えていると考えられます。
[image: ]家族それぞれが困りごとを抱えていたり、家族間で解決する力が弱くなっていたりすることで、問題がより複雑になっているなど、複合世帯の相談が増えています。

	項目
	のべ
件数
	割合
（％）
	
	
	
	項目
	のべ
件数
	割合
（％）
	　
	

	本人
	516
	60.5%
	
	
	
	～20代
	82
	8.7%
	　
	

	家族・親族
	111
	12.3%
	
	
	
	30代
	40
	3.6%
	　
	

	民生児童委員
地区福祉委員
	47
	4.6%
	
	
	
	40代
	119
	13.0%
	　
	

	公的機関
	72
	7.6%
	
	
	
	50代
	148
	16.4%
	　
	

	医療機関
	12
	0.4%
	
	
	
	60代
	126
	13.9%
	　
	

	福祉施設
介護保険事業所
	60
	6.2%
	
	
	
	70代
	155
	17.3%
	　
	

	教育機関
	31
	2.7%
	
	
	
	80代～
	61
	6.2%
	　
	

	相談事業所
	40
	3.7%
	
	
	
	不明
	184
	20.9%
	
	

	その他
	26
	2.1%
	
	
	
	合計
	915
	100.0%
	
	

	合計
	915 
	100.0%
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２、対象者別　(重複あり）
	
	
「生活困窮者」の割合が高くなっていますが、「障がい者」「高齢者」の対象者としての重複や、【８０５０】といった高齢者の両親と子どもが一緒に生活している世帯の相談も増えました。
[image: ]CSWだけでなく、関係機関と連携しながら一緒に関わっている相談が多くなっています。
	
	4、相談内容別　(重複あり)
	
	
生活費に関する相談割合は高く、「生活費が足りない」という内容で多く受けます。
[image: ]足りない原因を相談者と確認しながら各窓口や機関へつなげていきます。

	項目
	のべ
件数
	割合
（％）
	
	
	
	項目
	のべ
件数
	割合
（％）
	
	

	高齢者
	185
	12.5%
	
	
	
	福祉制度
サービスに関すること
	251
	17.0%
	
	

	(うち）ひとり暮らし
	156
	10.5%
	
	
	
	生活に関する身近なこと
	233
	15.8%
	
	

	(うち）高齢者のみ
	29
	2.0%
	
	
	
	健康・医療に関すること
	66
	4.5%
	
	

	障がい者
	254
	17.2%
	
	
	
	生活費に関すること
	391
	26.4%
	
	

	（うち）身体
	7
	0.5%
	
	
	
	就労に関すること
	54
	3.7%
	
	

	（うち）知的
	49
	3.3%
	
	
	
	財産管理
権利擁護に関すること
	33
	2.2%
	
	

	（うち）精神
	198
	13.4%
	
	
	
	消費者被害に関すること
	17
	1.1%
	
	

	子育て中の親子
	13
	0.9%
	
	　
	
	多重債務に関すること
	19
	1.3%
	
	

	ひとり親家庭の親子
	74
	5.0%
	
	
	
	DV・虐待に関すること
	7
	0.5%
	
	

	青少年
	3
	0.2%
	
	
	
	ボランティア活動
地域福祉に関すること
	150
	10.1%
	
	
[image: ]コロナも5類へ移行し、地域活動やボランティア活動も再開されるところが増えてきて、声を掛けていただくことも増えてきました。

	DV被害者
	4
	0.3%
	
	
	
	住宅に関すること
	49
	3.3%
	
	

	ホームレス
	0
	0.0%
	
	
	
	子育て・子どもの教育に
関すること
	26
	1.8%
	
	

	外国人(中国帰国者含む）
	11
	0.7%
	
	
	
	その他（安否確認）
	48
	3.2%
	
	

	その他
（生活困窮者）
	358
	24.2%
	
	
	
	その他
（ひきこもり・不登校）
	90
	6.1%
	
	

	その他
（その他高齢者）
	117
	7.9%
	
	
	
	その他（近隣トラブル
・迷惑行為）
	7
	0.5%
	
	

	その他
（介助者・介護者）
	12
	0.8%
	
	
	
	その他（不安解消・
介護者レスパイト）
	22
	1.5%
	
	

	その他
（障がい疑い・難病）
	155
	10.5%
	
	
	
	その他（フードバンク）
	16
	1.1%
	
	

	その他
（上記に属さないもの）
	293
	19.8%
	
	
	
	合計
	1,479 
	100.0%
	
	

	合計
	1,479 
	100.0%
	
	
	
	
	
	
	
	




●COW
・COWとは
COWは福祉のまちづくりをより良くしていくため、地域住民や多職種他機関の専門職等と連携、協働を図りながら小地域ネットワーク活動を運営・支援し福祉事業を進めています。
柏原市では、小学校区域ごとに９つの地区福祉委員会があり、COWが1名配置され、地域の活動について地区福祉委員や地域住民の方々と話し合い、相談、協力を行いながら活動を行っています。
上記だけではなく、地域の相談を聞いた場合には、必要に応じてＣＳＷや福祉サービス、ボランティア、他機関などに相談し早期に繋いでいます。

・小地域ネットワーク活動報告
【地区福祉委員会】
高齢者等、様々な福祉問題を抱えている当事者・住民が地域で自立して生活できる福祉の町づくりの実現を目指す、地域住民の自主的な組織のことを言います。

[image: ]柏原市内には9地区の福祉委員会があります。地区福祉委員会は
小地域ネットワーク事業
とも呼ばれています。


	委員会名
	地区

	柏原西
	本郷・大正・古町・今町

	柏原東
	上市・清州・河原町・堂島町

	堅下北
	法善寺・山ノ井

	堅下中
	大県・平野

	堅下南
	太平寺・安堂・高井田

	国分東
	国分本町・国分市場・国分東条町・田辺

	国分中
	旭ケ丘・国分西・玉手町

	国分西
	片山町・石川町・玉手町・円明町

	堅上
	雁多尾畑・青谷・本堂・峠



◎地区福祉委員の役割
①福祉の問題の発見
住民の身近な福祉の窓口として地域の福祉問題にいちはやく気付きます。
②福祉の情報の伝達
役立つ福祉情報を地域に伝えます。
専門機関に地域の福祉問題を伝え、資源の活用をはかります。
③近隣の協力者の開拓
福祉について地域住民が考えてもらうように働きかけ、近隣の理解者、協力者の輪を広げます。
④近隣住民と当事者の結びつけ
福祉問題を抱えた人をみんなで支え、見守っていくために近隣住民との結びつきをつくります。
⑤仲間づくりと声の引き出し
埋もれてしまいやすい福祉問題を抱えた人の声を引き出し、交流、仲間づくりを
すすめます。地区福祉委員は
地区の福祉のまとめ役の役割があります。

[image: ]⑥社協組織の一員としての仕事
社協事業・活動への参加・協力をします。

◎地区福祉委員会の主な活動の紹介
★友愛訪問活動
65歳以上の希望される対象者の方を訪問し、安否確認と孤独感の緩和を図ることを目的に実施する活動のことです。R5年度は毎月平均1300名の方へ見守り訪問をしています。

★ふれあいサロン
地域の高齢者や住民が中心となって運営する高齢者のための集いの場所のことです。
令和５年度は新型コロナウイルス感染症も5類になり、各地区サロン活動が再開となりました。
参加者からも「再開を待っていました。」「久しぶりに顔を合わせることが出来て嬉しいです。」と嬉しいお声を頂いています。
　　[image: ]
柏原西地区・ふれあいサロン
[image: ]
国分西地区・ふれあいサロン

　　[image: ]
柏原東地区・ふれあいサロン
[image: ]柏原西地区・ふれあいサロン




★子育てサロン
子ども同士を遊ばせたり、親子で遊んだりしながら、子育てに関する情報の交換、親同士の交流で気持ちをリフレッシュできる場所のことです。
令和５年度は4ヵ所で子育てサロン活動を実施しました。活動内容は、こいのぼりの工作やクリスマス会など季節に応じた内容で活動しています。
　　　　　　[image: ]堅下北地区・カンガルー
[image: ]堅下中地区・りばてぃ
[image: ]
ひな飾り作り

　　　　　[image: ]
バルーンアート
[image: ]
国分東地区・国分図書館
※令和５年度で活動終了
[image: ]
国分中地区・かるがも



★世代間交流　
世代の異なる人が相互に交流し、互いの生活文化や価値観の理解を深めるために行われる活動のことです。

★ひとり暮らし老人の会	
[image: ]孤独に悩むことなく、お互いに助け合い励ましあって共に健康で明るく楽しい生活を送ることを目的としたひとり暮らしの方の集まりのことです。
（柏原市内では下記の2ヵ所で実施）
・堅下北地区・四つ葉の会　➩　R5年度4回実施
・国分中地区・七星会　　　➩　R5年度6回実施

★地区福祉委員会委員長連絡会　
各地区の地区福祉委員会委員長9名と事務局職員が参加。各地区の情報共有や事務連絡を行っています。R5年度はオアシス館内で4回実施しました。

[image: ]
会場で研修会
[image: ]
会館でZOOM参加

★柏原市社協地区福祉委員会研修会への参加
内容：地区福祉委員会新任研修会
講師：ふくしと教育の実践研究所SOLA(Social−Labo)　
主宰　新崎　国広　氏
参加者：合計70名
※各地区の会館やオアシス館内で3地区ごとに研修を行いました。[image: ]
会場で動画視聴


★大阪府社協地区福祉委員会研修会への参加	
令和5年度 小地域ネットワーク活動リーダー研修会
内容：地元ではたらく方と創る地域福祉
～多様な主体とのコラボレーションを知る～
※大阪府社会福祉協議会で作成された研修動画を視聴
参加者：合計26名

★住民懇談会	
市民一人ひとりの生活課題を身近な地域課題としてとらえることで、住民自ら取り組みに参加し、ふくしのまちづくりの推進を考える場のことです。

★広報・啓発活動
・地区福祉委員会だよりの発行
地区広報誌は地区福祉委員の方をはじめ、町内会や民生委員の方へ配布。
実際の活動の写真やインタビュー、活動参加者からの感想など読みやすいよう各地区広報担当の方が工夫されています。原本はオアシス3階にあります。
[image: ]　[image: ]　[image: ]　[image: ]
[image: ]　[image: ]　[image: ]　[image: ]



★柏原フードパントリーの取り組み
合言葉は「困ったときはお互いさま！地域の喜びをみんなで広げよう！」
令和3年度より開始した事業となります。
～令和５年度の実績～
寄付物品（柏原市内全域より食品・日用品の寄付を頂きました。）
	実施期間
	フードバンク件数
	自宅配布
	合計

	令和5年4月1日～令和６年３月３１日
	93件
	38件
	131件



	食
品
	米、玄米、アルファ米、パスタ、うどん、そうめん、乾麺、カップ麺、レトルト食品、インスタント食品、海苔、ふりかけ、
乾物、粉ミルク、離乳食、お菓子、缶詰め、びん詰め、調味料、じゃがいも、みかん、乾燥野菜など
	1,304点

	日
用
品
	フェイスタオル、バスタオル、サランラップ、アルミホイル、
ティッシュペーパー、キッチンペーパー、歯ブラシ、歯磨き粉、
生理用品、洗剤、石けん、消毒液、ゴミ袋、ボディーソープ、
シャンプー、コンディショナー、など
	408点


[image: ]配布（フードバンク＋自宅配布）はCSW(コミュニティソーシャルワーカー)が聞き取りを行い必要な方へお渡ししました。

～フードパントリーの利用方法～
柏原市社会福祉協議会地域福祉係072－972-6786まで連絡を入れ、
フードパントリー利用の旨をお伝えてください♪

～令和５年度　寄付物品受付場所～
	場所
	住所
	受付時間

	健康福祉センターオアシス3階
	柏原市大県4-15-35
	平日8：45～17：15

	ほのぼのかたしも
	柏原市平野1-12-1
	平日9：30～16：30
※休館時は受付不可

	ふれあいステーション
	柏原市国分本町1－1 
ジョイフル国分2階
	毎月第3金曜
10：00～12：00

	安福寺
	柏原市玉手町７−２１
	年3～4回イベント時

	ふれあいの家ほのぼの
	柏原市国分本町7-10-87
	毎月友愛訪問時



[image: ]☆ご案内☆
堅下北地区・堅下中地区内に地域の交流の場として
「ほのぼのかたしも」施設があります。
柏原市内の方の利用は誰でも大歓迎ですので、
ぜひお立ち寄りください♪
　詳しくはこちら⇒ 


◎さいごに
COWより
令和5年度は新型コロナウイルス感染症も5類に移行され、感染対策を継続しながら数年ぶりのサロン再開の年となりました。コロナ禍以前と同様の参加人数となっている地区が多く、参加者から「サロンの再開を待ち望んでいました。」と嬉しいお声をいただきました。
　また、地域で子ども食堂や宿題カフェの活動をされている方々と交流する機会も増えた年であり、地域活動が新たな形でスタートした印象を受けた年となりました。
次年度は昨年の地域活動再開の様子や意見を踏まえ、地区の現状に合わせた地域活動を各地区で話し合い、必要であれば新たな形に変えながら取り組んでいこうと思います。











◎地区福祉委員会事務局の所在

各活動など詳しく知りたい場合は、柏原市社会福祉協議会までご連絡お待ちしております。

住所：柏原市大県4-15-35　健康福祉センターオアシス3階
TEL：072-972-6786
事務局：柏原市社会福祉協議会　地域福祉推進課　地域福祉係内　地区福祉委員会担当まで

●事例紹介
・CSW
[image: ]

[image: ]


・COW
[image: ]
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令和５年度CSW・COW活動報告書
発行日：令和　６年　9月
発行：柏原市社会福祉協議会
地域福祉係
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今日的福祉課題に対するソーシャルワークの４つの領域
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今日的福祉課題に対するソーシャルワークの４つの領域
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                                                        ケース概要  孫 C の就労先が決まる。 他市での生活となる為、 転入・転出に必要な手 続きなど支援。 息子 B の保護受給決定と あわせ施設入所の調整 を行うこととなる。 他市で生活することに なった C の見守りを継続 しながら、 B の生活基盤 を整える為の支援、父 A の状況共有など引き続 き関係機関との連携を 強化。  孫 C の自立に向けて支援。 生活困窮と連携しながら C の就労を目指す。 同時に息子 B の生活を支 援。包括と連携し介護保 険の申請や弁護士への相 談、受診同行など日常生 活での関わりを行う。 本人の希望もあり、生活 保護申請。 父 A の入所調整が進むに あたり、 A の年金管理が 必要となる。 包括、高齢介護課と連携。  今後の生活について意向 を確認。 【 息子 B 】 ：身体状態悪 く、日常生活に支障が出 ている為、孫との同居を 希望。 【 孫 C 】 ：自立し て一人で生活していくこ とを希望。 C は高校中退後、短期間 のアルバイト以外の就労 経験はなく、家事や A と B の介護の為、自宅ででき る内職をしながら生活。 B に対し拒絶心強く、関 係性も良好ではないこと が判明。  複合的問題を抱えるケースに 多職種で連携した事例         支援のエコマップ    支援のフローチャート       関係機関        ・ケアマネジャー ・病院 ・生活困窮 ・保護課 ・施設紹介業者 ・近隣住人 ・弁護士 ・包括 ・高齢介護課 ・就労支援員   息子と孫それぞれの支援が必要となり、 CSW だけでは迅速な対応が難しかった。 様々な支援機関と連携体制をとり役割 分担しながら支援。    連携    役割分担  高齢の父と息子、孫の 3 人で生活。 息子と孫は安定した収入、十分な生活費が得 られず父の年金に頼って生活してきた。父が 要介護状態となり医療費や介護サービス費含 め経済的負担が増大。介護サービス利用料の 支払いが滞るようになってきたことで父の担 当ケアマネジャーより CSW へ相談がはいる。 父の支援はケアマネジャーと包括を中心に行 い、 CSW が息子と孫の自立に向けて支援を行 うこととなる。 父は入院後施設入所が必要となり、息子と 孫の生活を早急に整えていくこととなった。 それぞれの生活を支えるため、生活困窮や市 役所、病院など関係機関で連携を取りながら 支援を行う。        A  B C  《 CSW 支援ケース 》
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                     考察  【 ＋ 1 日目 】 父 A の担当ケアマネジャーより包括へ相談あり、 CSW にも共働の依頼。 息子 B と孫 C の支援について CSW が関わることとなる。本人らとのやり取り調整などをケア マネジャーに依頼。 【 ＋ 4 日目 】 CSW が孫 C と電話でやり取り。支援希望の意向を確認する。 息子 B はやり取りを拒否してい るとのことで意向確認できず。 【 ＋ 6 日目 】 ケース共有、課題把握を目的として CSW 、包括、生活困窮、基幹相談にてケース会議開催。 【 ＋ 15 日目 】 CSW 、生活困窮にて孫 C と就労支援員との面談調整。 当日 は C SW も面談に同席。 C の希望で他市での住み込みの仕事を中心に調整してもらうこととなる。 【 ＋ 32 日目 】 CSW 、包括、高齢介護課にて協議。 父 A の年金保全の観点 から 成年後見制度利用を 市長 申立 てにて進めていくこととなる 。高齢 介護課、包括による 息子 B への説明に CSW 同行。 B の自 立に向けた支援として CSW が関わることを希望。 【 ＋ 56 日目 】 息子 B が入院。体調不良もあり、救急搬送を繰り返すが入院に至らず。 孫 C も対応に疲弊し、 B との関係が悪化。 CSW にて受入可能な病院をあたり、受け入れてもらえることとなる。 【 ＋ 90 日目 】 就労支援員から派遣会社を紹介してもらい 孫 C の就労先が決まる。 CSW 、生活困窮で転居の 段取りや転出の手続きなどの支援を行う。引っ越しや転入手続きは派遣会社が支援してくれる こととなる。 【 ＋ 150 日目 】 息子 B の状態は「安定」「悪化」を繰り返し、自宅での生活が困難となる。年金と一時給付金 などで何とか生活していたが、経済的にも困難となり生活保護申請し受給決定がおりる。 【 ＋ 270 日目 】 入退院を繰り返しながら施設入所が決まる。入所までは介護サービス、 CSW にて生活を支援。 家族それぞれが様々な課題や問題を抱えている複合的世帯といえる。 元々弱かった基盤が時間の経過によりさらに脆弱化していくことで、家族機能が失われた ケースであった。 CSW として関わるなかで世帯全体としてどのように支援していくか、よりも個々の課題 解決を迫られる状況が多く、個別支援が主となる関わりがほとんどだったように思う。 日々の生活を支援する中で可能な限り関係機関と連携体制がとれたことが「待ったなし」 「一筋縄ではない」生活の基盤をなんとかつくることができた一番の要因だと考える。 また、これまで自分の思うような生き方ができなかった孫 C は、今自分自身のための生活 を送っている。「大変だけど、これまでの大変に比べたら大変じゃない」という C の言葉 が、形だけでなく中身の伴った支援が少しできたのではないかと感じている。  CSW の対応  本事例は、ケアマネージャーからの相談に対して、 CSW と包括職員が迅速に対応し個々 の専門性を活かして支援の役割分担をっています。このことで、 父 、 息子 、孫が 個々に問 題を抱える ３ 世代世帯への CSW と包括職員 , 高齢介護課との他職種連携によるファミリー サポート支援の好例です。  SV( スーパーバイザー ) からのコメント
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                                  地区福祉委員の方から C OW へ 、 「最近、地域に気になる高齢者の A さんがいる。」と相談が入る。 内容を伺うと、近所のスーパーで A さんを定期的に見かけるが「お金 を忘れていることがある」「身なり が気になる」「以前より体力も落ち てきている様子」があり、地域住民 の方と気にかけている状態。 A さん は、生活についてどこかに相談して いる様子もないため、誰か相談に 乗ってあげて欲しいとのこと。         ケース概要  介護保険サービス利用 開始。地域の見守り体 制も継続。  包括職員と地区福祉委員 と A さん自宅へ訪問。そ の後、包括職員が A さん 宅へ数回訪問。その際、 親族の方と連絡が取るこ とが出来、介護保険の申 請に向けて動き出す。  地区福祉委員から COW へ連絡を受け、包括支援 センターの職員と情報共 有、ケース共有を行う。 ≪ C O W 支援ケース ≫ 地区福祉委員と C OW が 連携した事例         支援のエコマップ    支援のフローチャート    COW  A さん  包括  地域住民    連 携  地区福祉委員 相談  支援  親族    相談 連携  知り合い 相談  連 携
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                    考察  経過詳細  本事例は、まさに地区福祉委員と COW が日頃から“顔の見える関係 ( 信頼関係 ) ”を形成し ていた結果、予防的支援につながった好例です。また COW と包括職員による他職種連携 により、介護保険サービスにもつながり住み慣れた地域で継続的支援を提供できています。  SV( スーパーバイザー ) からのコメント  【 初回相談 】 地区福祉委員会の総会の際に地区福祉委員から COW へ、「地域に認知症疑いのある A さん の件をどこに連絡したらよいか。」と相談が入る。 COW より、「社会福祉協議会内に CSW 、包括支援センターの職員がいるため、 COW に連絡頂ければ、 COW より関係機関 に連絡が取れますよ。」と説明する。 【 ＋ 3 日 】 後日、地区福祉委員から COW へ、 A さんの件で電話相談を入る。その際、現状を詳しく聞 き取り、連絡を受けた当日に COW から包括職員へ情報共有を行った。 【 ＋ 4 日 】 現状確認のため、包括職員と地区福祉委員で A さん宅へ訪問。 しかし、 本人より 相談 の拒 否があったため、今回は挨拶のみで再度訪問することとなる。 【 ＋ 14 日 】 包括職員が 2 ～ 3 週間の間に何度か訪問を行う。その際に名刺をお渡しする。 【 ＋ 30 日 】 親族より実家に帰ってきた際に「包括職員の名刺をたまたま見つけて連絡を入れた。介護 保険の申請に向けて動きたいがどのような手順になるか教えて欲しい。」と包括へ相談が 入る。 【 ＋ 31 日 】 親族が介護保険申請に向けて動き出し、受診先の病院や主治医も決まる。包括職員はその 都度、介護保険申請に向けた情報提供を行う。 【 ＋ 60 日 】 新たな地域住民の方から A さんについて包括へ相談が入る。包括より現在 A さんと関わり がある旨説明。今後何か気になることがあれば包括へ連絡頂くよう説明、地域住民の方に は見守り支援の協力を依頼する。 【 ＋ 70 日 】 介護認定がおりる。担当ケアマネも決定し本人の希望を伺いながら介護保険サービスの利 用を検討。地区福祉委員、地域住民の方へ包括職員より経過と現状の連絡を入れ、今後も 地域の見守りと連携しながら支援を行っていくこととなった。  日頃から地区福祉委員と COW がサロンの場や研修会の場を通じて顔の見える関係づくり出来てい たため、相談から支援まで迅速に動けたのではないかと思う。また、 COW と同じ事務所内に包括 職員が在中しており、今回の相談もその日のうちに対面で相談することが出来た。 今後も地域 からの相談窓口として社会福祉協議会がある ことをサロンの場や研修会の場などで周 知していきたい と思う。
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